
NEWS RELEASE                                  2016 年 2 月 12 日 
報道関係者各位                              株式会社ナゴヤキャッスル 

 

「海上（かいしょ）の森」里山保全活動  7 年間継続 

ホテリエたちによる森林整備で健全な森へ 

2 月 17 日（水）最終回              

 
 株式会社ナゴヤキャッスル（名古屋市西区樋の口町 3 番 19 号／取締役社長 越川健一郎）は、 
「環境への貢献」「地域社会との交流」を掲げた企業理念に基づき、2008 年 12 月に「海上の森」 
と企業連携を締結、2009 年より従業員が森林保全活動に取り組んで参りました。 
受け持った区画は間伐作業が順調に進行し、森林には太陽光が差し込み、生物多様性の観点からも 
健全な森へと成長しました。今回2月17日（水）をもって一区切りとし当活動を終了いたします。 
 
  
第14回（最終回）「 海上の森」里山保全活動 
日  時：2016年2月17日（水）9:00～17:00 
場  所：元愛知万博会場隣接の「海上の森」 

愛知県瀬戸市吉野町304－1（あいち海上の森センター 0561-86-0606） 
作業内容：スギ、ヒノキの人工林の間伐 
作業区域：里山サテライトの南西部「企業連携の森」の一部 約6,300㎡ 
※最終回にあたり、午後は「海上の森の会」主催の視察会を予定しています。 
実際に間伐エリアを順に見学しながら、森の経年変化や森づくりの意義などに 
ついてお話しいただきます。 

 

＜「海上の森」里山保全活動 活動実績＞  
第一期：2009 年 3 月～2012 年 2 月（活動面積：約 3,700 ㎡） 
第二期：2012 年 3 月～2016 年 2 月（活動面積：約 6,300 ㎡） 
延べ参加人数：ナゴヤキャッスル従業員 410 名  ※毎年 2 回実施 
 

 

＜「海上の森」企業連携プロジェクト＞ 

愛知県が、愛知万博の理念の継承とその原点 

である「海上の森」の保全を目的に、企業に 

県有林を開放し、企業が社会貢献を目的とし 
た森林整備や里山保全を行なう。 

それにより、森林や里山に関する学習と交流 
の拠点として活用、次世代に引き継ぎ、人と 
自然の共生を軸とした新たな地域社会の形成 
を目指す取り組み。（愛知県 HP より）  
 

「海上の森」当社作業区域の看板 
                ※裏面に拡大 
お問い合わせ                    
株式会社ナゴヤキャッスル 経営企画室 広報グループ 
名古屋市西区樋の口町 3 番 19 号 TEL：052-521-2121 



 
 
 
＜資料：「海上の森」当社作業区域の看板＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


